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お知らせ１月

平
成
19
年
度
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
応
募
資
格
／

　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ

る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
活

動
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
年
２
回
実
施
予
定
）
へ

の
回
答
（
全
員
）

②
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る

モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
開
催
予

定
）
へ
の
出
席
（
別
途
出
席
を
お

願
い
す
る
方
）

■
委
嘱
期
間
／

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月

　

31
日
ま
で
の
１
年
間

■
募
集
人
数
／

　

中
国
地
方
で
１
０
０
名

　
（
全
国
で
１
０
０
０
名
程
度
）

■
応
募
方
法
／

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
、
次
の
事
項
を
記
載
の
う
え

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
（
郵
便
番
号
）

・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

・
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
可
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

・
年
齢
・
性
別
・
職
業

・
応
募
の
動
機

・
応
募
を
知
っ
た
媒
体

■
応
募
先
／

　

〒
７
３
０
‐
８
７
９
５

　

広
島
市
中
区
白
島
町
19
‐
36

　

中
国
総
合
通
信
局

　

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
７
７

フ
ァ
ッ
ク
ス

０
８
２
（
５
０
２
）
８
１
５
２

Ｅ
メ
ー
ル

chugoku-m
onitor@

rbt.soum
u.

go.jp

■
募
集
期
限
／
２
月
19
日
㈪

　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
謝
金
／

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
会

議
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

別
途
謝
金
を
支
払
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
の
通
知
／

　

応
募
者
の
中
か
ら
地
域
・
年
齢
・

性
別
等
の
構
成
を
考
慮
し
て
選
定

し
ま
す
。
選
定
の
結
果
、モ
ニ
タ
ー

を
お
願
い
す
る
方
に
は
、
３
月
末

日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は
通

知
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

中
国
総
合
通
信
局

　

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
７
７

　和田の筏八幡宮は、島末荘東方の鎮守
神であったと思われる。鳥居は元禄 14 年
（１７０１年・赤穂浪士討ち入りの年）に和
田の領主村上景信が、当時石大工として名
が知れた大阪の小戸六兵衛尉に依頼し、武
門繁栄、五穀豊穣を祈念して建立した。形
が当時としては新様式を示すものとして注
目される。
　森の神

こうのやま

山神社は、伊予弓
ゆ げ

削島にまつられ
ている法王神社を勧請したものである。鳥
居は元禄９年（１６９６年）に建立された。
向かって右柱には森の有力者であった本願
主岡本仁兵衛の名が刻まれている。形式は
古風を示し、東和地区では制作年代が最も
早い鳥居である。

筏八幡宮（和田）・神山神社（森）の鳥居
（町指定）

周
防
大
島
の
文
化
財

14

図書館休館のお知らせ
　蔵書点検のため、東和図書館を休館します。
■期間／１月 22日㈪～ 26日㈮
※本の返却については、返却ボックスをご利用
ください。ご迷惑をおかけしますが、ご協力を
お願いします。
■問い合わせ／東和図書館　☎７８‐０６２９

筏
八
幡
宮

神
山
神
社


